第１回　長崎フットボールカンファレンス開催要項
～長崎フットボール維新：長崎のフットボールを変えていこう～
１，趣旨

　2005年宣言のもと、日本サッカー協会では、代表の強化、育成年代の強化、指導者養成の強化、グラスルーツの充実という三位一体の対策と普及活動を通して世界のトップ10を目指している。
長崎の現状はというと、国体がU16になって4年目の今年初めてブロック国体を突破することができたが、全国で戦うレベルには達していない。ここ数年3種年代，4種年代ではナショナルトレセンに選ばれる選手が減少する傾向にあり、九州トレセン大会でも下位に低迷している。また、2種年代も国体、インターハイ、選手権と全国で上位に位置することはできていない。よく言われている「フットボールの進化」に追いついていない状況である。また、4種年代、3種年代の優秀な選手の県外流出も多く、長崎にとっては危機的な状況である。
　そこで、本カンファレンスでは、育成年代の多くの指導者に集まってもらい、長崎における育成年代のサッカーの現状、課題と対策を確認するとともに、喫緊の課題である平成26年開催の「長崎がんばらんば国体」に向けどのような連携強化策が必要かを確認する。そして、長崎のサッカーを愛する子供たちに、夢と良いトレーニング環境を与えるために郡・市協会関係者やとりわけ指導者がこれからどうすべきなのかを考える機会とし、長崎の選手は長崎の指導者全員で育てていこうとする機運を高める機会としたい。
２，日時　
２０１０年　２月１３日(土)　１５：００～１８：００

３，場所　
長崎原爆資料館ホール　〒852-8117　長崎市平野町7-8　TEL095-844-1231　
４，日程　
（1）開会行事

　　　　　　　　挨拶　(社)長崎県サッカー協会　副会長　殿村　育生氏　　　　15:00～
（2）内容

①講演　講師JFAアカデミー熊本宇城　チーフ　須藤　茂光氏

　　　　　　　　　　　　演題「育成年代における指導の重要性」(仮題)　　　  15:10～
　　　　　     
②各種年代からの成果と課題
　　　　　　　　　　「4種年代における成果と課題」　　　　　　橋本氏　　　16:00～
　　　　　　　　　　「3種年代における成果と課題」　　　　　　横山氏
　　　　　　　　　　「2種年代における成果と課題」　　　　　　村里氏
　　　　　　　　　　「女子における成果と課題」　　　　　　　　田中氏
　　　　　　　　　　「キッズ年代の成果と課題」　　　　　　　　内藤氏
　　　　　　　　　　「国体少年男子報告と国体の強化に向けて」　長門氏
　　　　　　　　
③ディスカッション
　　　　　（3）閉会行事　

　　　　　　　　挨拶　(社)長崎県サッカー協会　常務理事　造酒　星市氏　　　17:50～
５，参加者　

郡・市協会関係者、長崎県サッカー協会登録ライセンス所有者、チーム指導者(４種～２種、女子、キッズチームの指導者)
※必ず１チーム１名～２名参加してください。（実際に指導に当たっている監督，コーチ）
６，参加費　

各チーム１,０００円(２名の場合も１,０００円)

７，申し込み方法　

(社)長崎県サッカー協会ホームページより申込書をダウンロードしFAXまたはメールに
て申し込みください。


社団法人長崎県サッカー協会　フットボールカンファレンス事務局

〒850-0036　長崎市五島町4-19　トヨタビル２F

℡095-829-3370　FAX095-829-3371
メールアドレスfanagasaki510@ybb.ne.jp
　　







